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＊＊＊＊＊ ＣＤからのインストール、ＨＰからのアップデートの説明 ＊＊＊＊＊

提供されるＨＭＤ土質試験解析ＣＤでは、自動でインストール画面が示されます。必要最小のイン
ストールは、土質試験統合、マルチロガーＪｒＨＭ１６１６、センチネルシステムドライバーのイ
ンストールを行います。第１、第２、第３ステップを繰り返します。
更に、ＨＭＤのＨＰ（ホームページ）からのアップデートについても、インストールの後に続けて
説明致します。

スタート＞＞プログラム＞＞（株）濱田電機＞＞尚、全てのインストールを完了させた後で、”
”を選択して右クリックで” ”を土質試験統合 送る＞＞ディスクトップ（ショートカットを作成）

選択して左クリックします。ディスクトップに” ”アイコンが作成されます。ＨＭＤ土質試験統合

全てのアプリケーションを終了させてから、ＣＤを挿入して行います。
以下のウインドウが現れますので、対象ウインドウズに合わせてインストールを行います。

は、現れた” ”を閉じてからＣＤ内の全てのＷＩＮ２０００でのインストール ＨＭＤ Ｓｅｔｕｐ
ファイル及びフォルダーをエクスプローラを使用してハードディスクに適当なフォルダーを作りコ
ピーします。コピー後は、このフォルダーの” ”をダブルクリックします。Ｓｅｔｕｐ

直接ＣＤからインストールを行なった時に示されるエラー

＜第１ステップで、ＨＭＤ土質試験統合をインストールします＞ ＜第２ステップで、マルチロガーＪｒＨｍ１６１６をインストールします＞

メニュー画面のインストールを行います 以下のソフトのインストールを行います

ＪｒＨｍ１６１６は計測用ＰＣソフト、

Ｆｃｖ１６１６は解析の為の変換ソフト＜第３ステップで、Sentinel SystemDriverをインストールします＞

Ｈ１１０７平板載荷試験解析ソフト

学会様式出力の為のインストールを行います

第一ステップの をクリックします。＊ ”インストール”
以降は、ＷＩＮ－Ｘｐ／２０００／９８により異なる操作となります。
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＜ＷＩＮ－Ｘｐでのインストール＞
以下の画面が示されますので指示に従い をクリックします。＊ ”次へ”

この画面から

始まります

① ②

③ ④

第２ステップを開始します⑤

”ＨＭＤマルチロガー．．．”選択後

第１ステップのインストールが完了しました ”インストール”をクリックし、第１ステップの①～⑤

”完了”をクリックして、次のステップを行います と同じように行います

第３ステップを開始します

プロテクタは、

取り付けない！！

”Ｓｅｎｔｉｎｅｌ ．．．．（自動インストール）”選択後、

”インストール”をクリックします

インストール開始で”Next” そのままで”Next” ”USB”選択後”Next” そのままで”Install” ”Finish”をクリックします

最後に最初に現れたインストール画面の をクリックして、全てを完了します。＊ ”閉じる”
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＜ＷＩＮ－Ｘｐでのアップデート＞
ＨＭＤホームページからアップデートファイルをダウンロードしてソフトの更新が出来ます。＊
尚この使用は、インターネットに接続出来るパソコンでなければなりません。
ＨＭＤ土質試験統合を開いて をクリックします。又は、直接ＨＭＤホームページを開く。”地球アイコン”

この画面から

始まります

②①

（株）濱田電機のＨＰのＴＯＰ画面です ”ダウンロード”をクリックします

③ ④

”パスワード”を入力又は貼り付けて”送信”をクリックします アップデート版ダウンロードの画面です

⑤ ⑥

”開く”をクリックします

”ＨＭ１６１６、Ｈ１１０７平板載荷試験解析等のダウンロード（ディスクアイコン）”をクリックします

⑦ ⑧

”ＯＫ”をクリックします。自己解凍が終了しましたら

インターネットエクスプローラを閉じます

インターネット接続を閉じても良いです

ディスクトップに出来ている”ｘｘｘｘアップデート”

ホルダーをクリックします

例”平板載荷”⑨ ⑩

”はい”をクリックします

⑪”ＳＥＴＵＰ（パソコンアイコン）”をクリックします

”ＯＫ”をクリックします

最後にディスクトップの”ｘｘｘｘアップデート”ホルダーを削除します
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＜ＷＩＮ－９８／２０００でのインストール＞
以下の画面が示されますので指示に従い をクリックします。＊ ”次へ”

この画面から

始まります

① ②

③ ④

第２ステップを開始します⑤

”ＨＭＤ土質試験解析Ｂ．．．”選択後

第１ステップのインストールが完了しました ”インストール”をクリックし、第１ステップの①～⑤

”完了”をクリックして、次のステップを行います と同じように行います

第３ステップを開始します

プロテクタは、

取り付けない！！

”Ｓｅｎｔｉｎｅｌ ．．．．（自動インストール）”選択後、

”インストール”をクリックします

インストールが完了

このウインドウが現れ終了後、自動で閉じます ”ＯＫ”をクリックして閉じます

システムの再起動は、しなくても良いです

最後に最初に現れたインストール画面の をクリックして、全てを完了します。＊ ”閉じる”
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＜ＷＩＮ－９８／２０００でのアップデート＞
ＨＭＤホームページからアップデートファイルをダウンロードしてソフトの更新が出来ます。＊
尚この使用は、インターネットに接続出来るパソコンでなければなりません。
ＨＭＤ土質試験統合を開いて をクリックします。又は、直接ＨＭＤホームページを開く。”地球アイコン”

この画面から

始まります

②①

（株）濱田電機のＨＰのＴＯＰ画面です ”ダウンロード”をクリックします

③ ④

”パスワード”を入力又は貼り付けて”送信”をクリックします アップデート版ダウンロードの画面です

⑤ ⑥

”開く”をクリックします

”ＨＭ１６１６、Ｈ１１０７平板載荷試験解析等のダウンロード（ディスクアイコン）”をクリックします

⑦ ⑧

”ＯＫ”をクリックします。自己解凍が終了しましたら

インターネットエクスプローラを閉じます

インターネット接続を閉じても良いです

ディスクトップに出来ている”ｘｘｘｘアップデート”

ホルダーをクリックします

例”平板載荷”⑨ ⑩

”はい”をクリックします

⑪”ＳＥＴＵＰ（パソコンアイコン）”をクリックします

”ＯＫ”をクリックします

最後にディスクトップの”ｘｘｘｘアップデート”ホルダーを削除します
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＊＊＊＊＊ ＨＭＤ 土質試験解析ソフト説明 ＊＊＊＊＊

取り扱い説明（ＨＥＬＰ）
ＨＭＤのＨＰへ

＜平板載荷試験の解析＞
開くから” ”ファイルを選択して、入力後にファイル名を変更して保存します単純載荷用見本ファイル.DAT

ファイルの内容が示されます。入力し直します。

上記ファイルは、(株)濱田電機￥Ｈ１１０７に有ります

下図の画面で入力データを入れます

ステップ毎のサンプル画面 全てのサイクルのサンプル画面
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” ”をクリックして”学会シート３８２１～３８２２Ａ／Ｂ／Ｃ”を選択します。シートアイコン

１．” ”では、最後のサンプルデータ又は平均データを使用するかの選択が出来ます。応力算出アイコン

２．学会シート３８２２では、” ”で、利用データの選択で測定データ、選択サイクル、個別サイクルが出ΔＰΔＳ設定アイコン

来ます。尚、 選択サイクル、個別サイクルは直線近似曲線からその数値を算出します。

上記で選択したモードで、ΔＰの応力（荷重強さ）最大値の１／３、応力最大値、設定値が選べます。

３．学会シート３８２２Ｃでは、” ”で、各サイクルの最大値の単一直線又は２直線が選べます。利用サイクル設定アイコン

４．グラフシートでは、” ”で、Ｘ及びＹ軸を自動又は任意に変更出来ます。レンジ変更用アイコン

学会シート３８２２ 学会シート３８２２Ｃ

応力算出選択

ΔＰΔＳ設定

利用サイクル設定

５．” ”をクリックすると下図の設定が変更出来ますので、選択後再度クリックします。オプションアイコン

シートオプション 学会登録番号の設定（ ）現在は不要です

倍率は１２０

が標準です

ＣＤに貼り付けられたデモ解除番号の入力

英字半角で

入力します

シート出力オプション

６．” ”をクリックすると下図示されます。プリンターアイコン

プロテクタが接続されていない又は、センチネルドライバーが

正しくインストールされていない場合は下図が示されます。

エラーの場合です

再確認及び解決出来ない場合は

お問い合せ下さい

印刷シートを個別に選択出来ます

ＯＫで印刷出来ます

プリンターの設定が出来ます
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＊＊＊＊＊ Ｈ１１０７（平板載荷）ファイルの説明 ＊＊＊＊＊

Ｈ１１０７ファイルをエクセルで変更する場合は、”＊＊＊．ＤＡＴ”ファイルの場合は、以下の様に区分けされるよ

うに読み込みます。”＊＊＊．ＣＳＶ”ファイルはそのまま読み込みます。

Ｈ１１０７解析ソフトは、この両型式のファイルを読み込む事ができます。

サンプル時間（分） 荷重（ｋＮ） 変位１（ｍｍ） 変位２ 変位３ 変位４（ｍｍ） 下文は行の説明

Ｈ１１０７ファイルを示すH1107

サイクル数CYCLE_COUNT=2

CYCLE0（予備）のステップ数CYCLE0 STEP_COUNT=4

CYCLE0,STEP1のｻﾝﾌﾟﾙ数、ﾀｲﾑSTEP1 SAMP_COUNT=1 START_TIME=00:00

CYCLE0,STEP1,SAMPLE1のﾃﾞｰﾀ0 0 0 0 0 0

CYCLE0,STEP2のｻﾝﾌﾟﾙ数、ﾀｲﾑSTEP2 SAMP_COUNT=2 START_TIME=00:00

CYCLE0,STEP2,SAMPLE1のﾃﾞｰﾀ0 6.933 0.104 0.179 0.187 0.256

CYCLE0,STEP2,SAMPLE2のﾃﾞｰﾀ1 0 0.068 0.202 0.096 0.223

STEP3 SAMP_COUNT=2 START_TIME=00:02

0 6.913 0.117 0.202 0.2 0.283

1 0.01 0.094 0.219 0.118 0.236

STEP4 SAMP_COUNT=1 START_TIME=00:03

0 0 0 0 0 0

CYCLE1（本）のステップ数CYCLE1 STEP_COUNT=9

CYCLE1,STEP1のｻﾝﾌﾟﾙ数、ﾀｲﾑSTEP1 SAMP_COUNT=9 START_TIME=00:07

CYCLE1,STEP1,SAMPLE1のﾃﾞｰﾀ0 20.84 0.23 0.371 0.436 0.579

1 20.676 0.233 0.376 0.445 0.585

2 20.779 0.237 0.378 0.45 0.591

5 20.912 0.239 0.385 0.455 0.597

10 20.799 0.245 0.391 0.46 0.601

15 20.779 0.247 0.395 0.464 0.603

20 20.81 0.251 0.401 0.465 0.607

25 20.861 0.252 0.404 0.467 0.608

30 20.871 0.252 0.404 0.467 0.61

CYCLE1,STEP2のｻﾝﾌﾟﾙ数、ﾀｲﾑSTEP2 SAMP_COUNT=8 START_TIME=00:38

０サイクルは、予備載荷のデータで、１サイクルから本載荷のデータとなります。
本載荷は、１サイクルから１０サイクルまで与える事が出来ます。
各サイクルには、最大２０のステップを与える事が出来ます。
同様に、各ステップには、最大２０のサンプルを与える事が出来ます。

＜変更する場合の注意点を下記に示します＞

１．サイクル数の変更を行う場合、”サイクル数”も変更します。
２．ステップ数の変更を行う場合、”変更サイクルのステップ数”も変更します。
３．サンプル数の変更を行う場合、”変更サイクルの変更ステップのサンプル数”も変更

します。
４．タイムの変更を行う場合、ｘｘ時間ｘｘ分で入力又は変更します。
５．サンプル時間は、分で入力又は変更します。
６．荷重は、ｋＮの単位で入力又は変更します。
７．変位は、ｍｍの単位で入力又は変更します。
８．サイクル数、ステップ数、サンプル数の変更を行う場合、変更以降のタイムとの関連に

ご注意下さい。
９．変更終了後の保存は、” ”型式で保存します。＊＊＊．ＣＳＶ
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